
はじめに

この資料は､ 人体彫刻制作資料の一部であり､ 人体美学の授業で紹介したものである｡ 前の

二部構成の ｢������������の�	
������
�
�について｣ に次ぐものであり､ 当時のノート

を改めて読み直し������������の�	
������
�
�を念頭におきながら､ 著者の原本におけ

る人体の解剖とその構造に対する考え方を探るものである｡

原書について

この書は､ 原本の巻頭の言葉から､ 目次､ 目次の通りの頭部から足の先までの局部にある骨・

筋肉・仕組などの図とその解説とにより構成されている｡

｢巻頭の言葉｣ について

著者によると､ 巻頭の言葉の第一声の原理にあると思われる｡ それは ｢筋肉の動きは自然の

摂理｣ であり不変なものであるとしている｡ その簡素な筋肉の動きにある｡

この筋肉の動きにより人体が動かされているのは､ 現代においてほぼ常識となっている｡ 筋

肉が動き､ 骨を動かし､ 人体を動かし､ そして､ 体の外見を変化させる｡ ここに著者の原則が

ある｡
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趣 旨

人物をモチーフとして選び表現しようとする芸術家にとって人体について学ぶ事がいかに重要な事
かは前の������������の時に述べた通りである｡
この現代にあって､ ������������(���) のみならず���	�����	���
��も芸術家の為に執筆して

いる｡
そこで､ この���	�����	���
��ブリッジマンの ｢人間の構造｣ (�����
���������) を知り､

前の������������の�	
������
�
�と比較する事により､ 彼が人体の表情を表現するに当たり必
要とする ｢もの｣ は何か､ 著者の意図する所は何かを探求し､ 芸術家にとって人体の表現の為に何が
必要なのかを解明する事ができると思われる｡



この原則により人体に施された仕組を理解する事が必要となる｡ したがって､ 著者は人体を

機械的な構造を持つものであると考えている｡ それは､ 人体を支えている骨と動かしている筋

肉とをどのように見るのかを示している｡

さらに､ 著者は､ 巻頭の言葉の末行において､ 運動をもたらす骨と筋肉の構造について述べ､

それを理解する事により､ 人体表現上に影響をもたらすものであると述べている｡

本文と図について

原書では､ 目次の中で全身を頭から足のつま先までの間を頭部､ 首､ 手､ 前腕､ 腕 (上腕)､

肘､ 骨格､ 肩甲骨､ 胴､ 腰､ 骨盤､ 大腿､ 膝､ 脚､ 足の部分に分けて解説がなされている｡

その中で､ 著者の意図しているところをよく表していると思われる前腕､ 腕､ 肘の記述部分

と図 (�24～�55) について取上げる｡

前腕について

(�24～�25) では､ 前腕を前からの図と文章により骨､ 筋肉､ 構造､ 外形の説明がされ､

(�26～�27) では､ 裏面からの図と解説文により骨､ 筋肉､ 構造､ 外形の説明がされている｡

さらに､ (�28～�29) では､ 前腕にあって特徴のある橈骨と尺骨の構造と､ その仕組について

解説され､ また､ (�30～�31) では､ その橈骨の運動を起こす筋肉である回内筋や回外筋につ

いて説明され､ さらに､ (�32～�33) では､ 前腕の筋肉について詳しく説明されている｡

腕 (上腕) について

(�34～�35) では､ 前から骨､ 筋肉､ 動き､ 外形について図と文章で解説され､ 三頭筋､ 二

頭筋､ 上腕筋の関係が拮抗筋として紹介されている｡

(�36～�37) では､ 後から上腕部の骨､ 筋肉､ 動き､ 外形が図と文章により説明され､ 三頭

筋が対抗筋として説明され､ その対抗筋は述べられていないが､ それが動かす関節を蝶番関節

として紹介している｡

(�38～�39) では､ 外側面からの､ 骨､ 筋肉､ 構造､ 外形について図と文章によって解説さ

れ､ 筋肉の拮抗関係や腕の構造が回転運動にとって重要であると述べられている｡

(�40～�41) では､ 内側面からの骨､ 筋肉､ 構造､ 外形について図と文章によって解説され､

肘が蝶番関節でありその仕組と､ 自在に動く事が述べられている｡

(�42～�43) では､ 蝶番状の前腕と腕の関節構造について述べられている｡ その中で一部疑

問の残る所があるが､ その他の解説について間違いはないと思われる｡

(�44～�45) では､ 上腕にある二頭筋､ 三頭筋の拮抗関係について述べられ､ その外形も図

示されている｡

(�46～�47) では､ 上腕の三頭筋と二頭筋の構造と拮抗関係が述べられ､ さらに､ この構造
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���
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は内側からも図示されている｡

(�48) では､ 腕の仕組図とその解説文によって説明される｡ そこで二頭筋と上腕骨の拮抗

関係が述べられている｡

(�49) では､ 腕の内側面からその外形状の肘の蝶番関節や前腕の回転運動について解説し

ている｡

(�50～�51) は､ 腕と前腕の外形からの図である｡

(�52) では､ 肘の仕組を外側面から表し､ 蝶番関節としてその運動と筋肉の拮抗関係を解

説している｡

(�53～�54) は､ 裏面からの肘の関節の蝶番図とその解説がなされている｡

(�55) では､ 肘の前からの関節構造について図と文章によって解説されている｡

まとめ

取上げた部分は全体の三分の一にも満たないが､ 腕の部分では､ 前面図・裏面図､ 腕では､

前面図・裏面図・外側面図・内側面図､ などの周りから見た図を持ってそれぞれの局部の骨､

筋肉､ 構造､ 外形について文章と伴にその構造が纏めて頁が見開きで見やすい状態で解説され

ている｡ これは､ 前の������������の	
����	
	����よりもその構造・外形・運動な

どについての説明が加えられたものとなっている｡

それを取上げた局部について述べれば､ 以下の通りとなる｡

前腕の橈骨と尺骨の運動､

肘の蝶番関節､

回内筋と回外筋の関係､

腕の二頭筋､ 三頭筋､ 上腕筋の関係､

腕と前腕の運動､

肘関節と拮抗筋の関係などの構造とその動きなどである｡

これらは､ 著者の ｢巻頭の言葉｣ にある筋肉の簡素な原則の延長線上にあり､ さらに､ それを

越えた所に著者により人体の局部がどのような仕組と関係の構成で成り立っているかが述べら

れている｡ しかも､ この仕組と関係が人間の体の全ての部分に施されている事が著者の言葉と

してその文中に述べられている｡

そこに����������������の原書���������������の目指す人体の構造的表現論がある

と思われる｡
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目次､

図版及び原文 [�24～�55]

[注] 原文の頁数は [ ] 内に数字で表示してある｡
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序文

これは､ 決められた原則であると思われる｡ それは､ 筋肉の収縮が､ 筋肉の中央に向かって

いる事である｡ 従って､ あらゆる場合､ 機能の為の目標は､ 人の姿を微妙に変化させる事であ

り､ この原則に従って必要とされる運動を導き出す時､ 筋肉の位置を調整する｡

この原則は､ 外形の変化を異なった筋肉群が与えられることにより行われる｡ この外形の変

化は筋肉が提供する運動に関して筋肉のいくつかの作用や､ その位置に合わせられる｡ これを

理由に､ 私たちは形の変化やふくらみの下に筋肉を見付ける｡ ある時は二本の､ ある時は三本

の腱､ ある時は腱の無い､ ある時は何本かの筋肉に一本の腱と､ 又､ ある時は一本の筋肉に何

本かの腱を見付ける｡

器官の形に無数の計り知れない多様性を感じられると同じく､ 筋肉の当初の形にも感じられ

る｡

筋肉の収縮の原理と方向は､ 前述の通り不変で､ わかりやすい｡

ここで､ 筋肉の組織は我々の芸術作品で完全な肖像を制作すると言われるにちがいない｡ あ

る芸術家は､ 彼の素材の質や制作の方法を決して変えない｡ 芸術家は､ 自らが素材や方法を見

いだすと､ それらを手に入れる｡

芸術家の技術と創造性は作品の制作に費やされる｡ それは､ 芸術家の作品構築のあらゆる部

分に形や解釈が与えられ､ それらの変化のない構築性が計画的な作品の制作に影響を与えるに

違いない｡
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前腕…前面図
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骨：Ⅰ

１. 腕の上の骨､ 上腕骨は上肢で最も長

い骨である｡ この骨は骨幹と二つの端で構

成される｡

２. 上腕骨の下の端には二つの突起があ

る｡ 内側の突起､ 内顆は完全に突起し､ い

つでも見られる｡ そして測定の位置として

利用される｡

３. 前腕部は橈骨と尺骨の二本の骨で構

成される｡ 尺骨は肘からぶら下がり､ クチ

バシのような突起によって上の骨と関節し､

手の小指側の方に繋がる｡ そこは手首の隆

起したコブシのように見られる｡

４. 橈骨はその下の顆において手と手首

の親指側を支える｡ 上の顆において､ 橈骨

頭は上腕骨の橈骨頭において自由に動くよ

うにえぐり抜かれている｡

筋肉：Ⅱ

１. 回内筋｡ 上腕筋の内果上のそれの起

始点から下方及び外側に真直ぐで､ 橈骨の

基軸のほぼ下半分ぐらいの外側に挿入され

る｡ 収縮により前腕を屈げ､ 手の親指側を

内側に内転させる｡

２. 上腕骨の内果から起こる４本の屈筋

群がある｡ それらの本体はそれらの下半分

が長い腱になって終わっている最も柔らか

い筋肉である｡

３. 長掌筋､ 同じく屈筋は手首の中央に

真直ぐに向かう長くて細い腱が見られる｡

これは手の掌を横切って広がる掌靭帯に

挿入される｡

４. 尺側手根屈筋

Ⅲ

筋肉は､ それらが動かす関節の上方と下

方とに広がっているに違いない｡ 前腕の前

で膨らむ筋肉は屈筋である｡ 収縮するとき

手首､ 手や指をまとめて引っ張るワイヤも

しくは糸として付着する｡

Ⅳ

上腕骨の内果は前から前腕が見られ､ 骨

が平行になる時目標になる｡ この位置では､

筋肉と腱は手首と手の方向に真直ぐになる｡

最初の回内筋は橈骨の中央を斜めに通る｡

二本目の手根屈筋は手の外側方向に広がる｡

三本目の長掌屈筋は中央と第四指の方向に

向かう｡ 尺側手掌屈筋は手の内側端の方に

ある｡ 筋肉は名前の通り前腕の前と内側上

にあり､ 全て上腕骨の内顆から起始する｡
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前腕…後面
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骨：Ⅰ

１. 腕の上腕骨には骨幹と二つの顆が在

る｡

２. 肘､ 尺骨の肘頭突起

３. 尺骨､ 手首の小指側から肘まで

４. 橈骨､ 手首の前腕の親指側

５. 橈骨の茎状突起

筋肉：Ⅱ

１. 長回外筋は上腕骨の外側から骨幹の

上の１／３あたりに在る｡ 外顆の位置あた

りで最も大きな大きさになる｡ その筋肉の

下は橈骨の茎状顆に挿入される長い腱によっ

て取って替えられる｡

２. 上腕において､ 真下の回外筋は手首

の長伸筋から起始する｡ この筋肉は人差し

指に細長い腱となって下り､ 橈手根屈筋と

呼ばれる｡

３. 小さな三角形の肘筋は上腕骨の外顆

の付着し､ 肘の真下の尺骨に挿入される｡

４. 記載されている手首の長伸筋を含む

四本の伸筋がある｡ 三本は上腕の外顆から

起始し､ 約半分は筋肉として､ あと半分は

手首､ 手､ 指を伸ばす腱として伝わる｡

四本目は外顆真上の上腕骨の骨幹から起

始する｡

５. 拇指の伸筋

Ⅲ

前腕の筋肉は肘の真下にあり､ 手首の下

や上を通ってしっかりと束ねられる長くて

細い腱によって手､ 手首､ 指などを動かす｡

筋肉が中心に向かって収縮する事は不変な

原則である｡ 早くて正確な動きは長さと量

しだいである｡ もし､ 前腕の筋肉が下の方

に置かれていると､ 腕の美しさを台無しに

されたに違いない｡

Ⅳ

前腕の後と外側に在る筋肉は回外筋や伸

筋群として知られている｡ それらは筋肉の

塊として上肢の上の１／３の所で二頭筋や

三頭筋の間から現れる｡ これらの�字形の

筋肉は円回内筋もしくは屈筋群よりも高い

位置にあり､ 上腕骨の外顆よりも若干上か

ら起始する｡ 伸筋群は下の顆から起始する｡

伸筋腱は腕の後側にあり､ 上腕骨の外顆に

向かう｡ 伸筋群は前にある回内筋や屈筋の

直接的な拮抗筋である｡ 長回外筋の主な作

用は屈げる作用だけでなく同じく回外作用

も行う｡
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１. 橈骨 ２. 尺骨

橈骨は手首で手の親指側にある｡ これは車輪状の動きを持って作用する｡ この骨は斜めにね

じられ､ 尺骨の頭の周りを円形状に動く｡ 橈骨は回外､ 回内とも手の小指側の周りを巡り､ 手

首の尺骨頭を軸に橈骨が想定される車輪の縁に沿う円を描く｡
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腕や手等が持つ能力である多様性､ 俊敏性そして精密性はいつでも想像を越えている｡ 橈骨

の頭は基本的な頭部でそれの自身の軸上で回転する､ しかし､ 次の尺骨とその位置は変わらな

い､ 尺骨の窪んだ外表面に密着した輪状の靭帯による｡ これは橈骨切根と呼ばれる｡

前腕

前腕の機械的な仕組

前腕は肘から手首までの下の腕である｡ これは肘で上の骨と繋げられている｡ 腕の運動の為

に､ 二つの動きが必要とされる｡ 前後に前腕を振ったり､ 親指を体に対して外側もしくは内側

に手が向けられる回転運動である｡ 前腕は互いに端だけが寄り添った二本の骨で構成される｡

それらの一本だけが蝶番状の関節として肘で腕の上の部分と関節させられる｡ これは前後に振

られる一つの面で動き､ 外の骨と全前腕とがその一本のみで支えられる｡ 手の甲が上へ向けら

れる時､ 手が結びつけられている外の骨は初めの骨の上を転がる｡ 前腕のこれらの二本の骨は

橈骨と尺骨と呼ばれる｡

関節などは骨が互いによく滑るために滑らかにされている｡ 関節は被嚢によって密封され､

位置に固定する為に丈夫な紐によって互いに支えられている｡ 繊維と針金､ すなわち､ 筋肉と

腱は､ 関節が骨に動きをもたらす方向に骨を引っ張る目的の為に挿入される｡ 橈骨は手を支え

るだけである｡ 手の親指側は､ 体の内外に向ける時､ 前腕の二本の骨と同じ状態である｡ 親指

が外に向いている時は平行に､ 親指が内向きの時は互いに交差する｡ 橈骨は尺骨の周りを環状

に移動する｡ 前腕は､ 前腕の支点となる肘で旋回し､ 結び付けられる｡ このテコの端に手があ

る｡ 前腕を屈げる為の力は上の腕に設置され､ 下の前腕に付着する｡ 筋肉の力は力のない蝶番

関節と結ばれるのみでなく､ 早さに長所が見られる｡ たとえ力の面で欠いたとしても素早い動

きに利している｡
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回内筋 回外筋

互いに交差する事により前腕を回転もしくはひねったりする二本の筋肉の力は回内筋と回外

筋とによる｡

１…回外筋は上腕の骨の上約１／３の所から手首まで伸びている｡ これは長い筋肉である｡

下１／３は腱状である｡ これは上腕骨の外顆上から起始する｡ 上の部分は前腕の外側と上の

１／３に在る大きな筋肉の塊である｡ 動きとしては､ 回外すると同じくらい屈げる｡

２…回外筋に対して反対の筋肉は短くて丸い円回内筋である｡ これは前腕を横切って斜め下

の方に通過する｡ これは橈骨の外側の中央近くに挿入される為に上腕骨の内顆から起始する｡

これらの二本の筋肉は尺骨を越えて旋回状の運動で橈骨を引っ張り､ 手の親指側を体に対して

内外に向ける｡ 回外筋は体から遠くにねじ回しやドアの取ってを回す力である｡ 全長が表面上

で見られる前腕の唯一の屈筋である｡
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前腕

前腕の筋肉群は手首､ 手､ そして指などを動かす｡ それらは上の方が筋肉で下の方が腱であ

る｡ これらの腱は手首や指を通り過ぎて下で結びつけられる｡ ここには前腕の筋肉群の重要な

多様な構造と形がある｡ それらは筋肉が置かれている位置に適合されまたその上必要とされる

動きをもたらすにちがいない｡

前腕には､ 手首や手に伝わる一本さらに二本の腱を持つ筋肉などがある｡ 前腕の筋肉群は､

必要とされる時､ 素早く正確に個々にもしくはまとまって動く｡

１. 上前腕の前と内側は､ 共通の腱によって上腕骨の内果から起始する筋肉群によって構成

され､ 筋肉の２／３の長さの腱によって下で終わる｡ これらの腱群は手首や指などに分かれて

挿入され､ 屈筋群として知られている｡

２. 一つのグループとして前腕の後と外側の筋肉群は上腕骨の外顆と隆起面から起始する｡

量として､ 前腕の内側の筋肉よりも高い位置にある｡ 一般的に､ これらの筋肉群は､ 前腕の後

を下へ通り､ 環状の手首の靭帯と呼ばれる帯によって一カ所で支えられている手首を通る腱に

分類される｡

３. 腕が直角に屈げられたり､ 手が肩の方に向けられたりする時､ 屈筋群は収縮運動を起こ

させられる｡ 収縮が筋肉の中央を膨らまし､ 腱は下の方へ手を引く｡ 手が前腕の前の方に手首

で屈げられる時､ それは屈曲作用である｡ 反対方向は伸張作用と呼ばれる｡

４. 前腕の外側と後面に在る筋肉と腱を表す前腕上の手の伸張作用｡ それらは環状靭帯によっ

て一カ所に束ねられる｡

丸い前腕は手首や手を通り過ぎる長い腱にほとんど付着する筋肉の筋肉の体部で構築されて

いる｡ それらのいくつかの筋肉は前腕で手首を､ もしくは互いに異なる指の関節を動かす｡ 腱

は見えるが筋肉が隠されている前腕の深筋もまたある｡
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腕…前面
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Ⅰ

骨：

１. 烏口状突起は､ 腕の骨上腕骨の頭が

入る窩の上と体の後で広がる肩甲骨の一部

である｡

２. 上腕骨の頭は丸くて､ 軟骨で覆われ

る｡ 頭は肩甲骨の関節嚢と接している｡

３. 上腕骨は体の長い骨の内の１本であ

る｡ これは骨幹と二つの大きな端､ 肩の上

の関節と肘の下の関節とで構成されている｡

４. 肘の上腕骨の骨体は前から後へ平ら

にされ､ 二つの突起の間で終わる｡ 内側と

外側に一つずつあり､ 内外顆と呼ばれる｡

内側は最も突き出ている｡

Ⅱ

筋肉：

１. 烏口腕筋は二頭筋の短頭に次いで横

たわる腕の内側外面上にある小さな丸い筋

肉である｡

２. 長頭と短頭の二つの部分に分けられ

ているので二頭筋と呼ばれる｡ 長頭は､ 肩

甲骨の関節窩の上端の真上に挿入される上

腕骨の二頭の溝 (結節間溝) を遡る｡ 短頭

は烏口突起に繋がる付着を持つ｡ 二頭筋は

肘の下にある橈骨に腱として伝わる｡

３. (前) 上腕筋は二頭筋の下にある｡

これは上腕骨の下半分を横切って尺骨まで

伸びる｡

Ⅲ

二頭筋と上腕筋は腕の前に置かれる｡ そ

れらが収縮する時､ 肘を屈げる｡ あらゆる

筋肉は対抗筋が備えられる｡ 例として､ 指

は設置される二つの筋肉の収縮なしに屈げ

られたり伸ばされたりはしない｡ 二頭筋と

前上腕筋は三頭筋の直接の対抗筋である｡

(前) 上腕筋は前で上腕骨の下半分をおお

い､ 肘の真下の尺骨に挿入される｡ その筋

肉の尺骨への付着はあまりにも短いので力

の点では非常に劣っているが､ 小さなテコ

としての早さで勝っている｡

Ⅳ

肩の塊は腕の下半分の外表面上にくさび

形として描かれる｡ 収縮されず､ 肘の下に

前腕が下から割り込む時､ 二頭筋は平らな

量として見られる｡ 量として肘の上の腕の

形に大きな変化があり､ 二頭筋は使わない

と長くなり､ 収縮すると短く､ 球状になる｡
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腕…後面
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骨：Ⅰ

１. 上腕骨の大結節は二頭の溝の外側に

位置している｡ これの上側の端には肩の出っ

張った骨の部分です｡ 三角筋で覆われてい

ても､ 外形に具体的に影響を及ぼしている｡

２. 上腕骨の骨幹は円筒形である｡

３. 尺骨の肘頭は肘の部分を構成する｡

筋肉：Ⅱ

１. 長頭 ２. 外側部位 ３. 三頭筋の

内側部位 ４. 三頭筋の共通腱

三頭筋は三つの部位もしくは頭で構成さ

れているので名付けられ､ 一つは中央に､

二つは側面にある｡ 長頭は関節窩の真下の

肩甲骨の端から起始し､ 平たい腱の端に付

着し､ 腱もまた内外の部位の接点である｡

外側頭は上腕骨の上部と外側部から起始す

る｡ 内側頭は上腕骨上だけでなく､ 内側に

も起始がある｡ 二つの筋肉は共通の腱に付

着し､ その腱は尺骨の肘頭突起に挿入され

る｡

５. 小さくて三角形の肘筋は上が上腕骨

の外顆に付着し､ 下は三頭筋に次いで尺骨

に付着する｡

Ⅲ

筋肉は収縮によってのみ動く｡ 動かない

時筋肉は緩む｡ 腕の前の部分に在る筋肉は

それらの収縮によって肘を屈げ､ 腕を伸ば

し､ 肘を真直ぐにする｡ 三頭筋 (対抗筋)

は､ 屈げられる時よりも少なからず動く｡

これらの筋肉が動かす肘の関節は前後に一

つの平面上で動く蝶番状の関節である｡

Ⅳ

腕の後側は､ 上腕骨の全体に伸びる三頭

筋の大きな筋肉の形によって覆われる｡ こ

の筋肉は上が細く､ 三頭筋の外側頭の溝へ

下が広がっている｡ ここから三頭筋の共通

腱は尺骨の肘突起に平らな腱として上腕骨

と平行に走る｡ 三頭筋の共通腱は三頭筋の

全ての三つの頭から筋肉の繊維を受け取る｡

この平らで広い腱の方向は上腕骨と同じ方

向である｡
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腕…外側面
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骨：Ⅰ

１. 肩甲骨の肩峰突起｡

２. 上腕骨の頭

３. 上腕骨の骨幹

４. 外顆

筋肉：Ⅱ

１. 三頭筋は三つの頭を持つ筋肉である｡

収縮によって､ これは前腕を屈げる｡

２. 二頭筋は二つの頭を持つ筋肉である｡

収縮によって､ 肩甲骨を押し下げ､ 前腕を

屈げ､ 橈骨を外側へ回転させる｡

３. 前上腕筋： (����������､ 腕について

いる；�	
����､ 前に) 収縮により､ 前腕を

屈げる｡

４. 長回外筋

５. 長橈骨手根伸筋；�

�	���(伸筋) ；

�����(手根) ；��������(橈骨) ；��	���

(長い) は手首を屈げる運動が出来る｡

Ⅲ

腱のある筋肉群は操り人形を動かすワイ

ヤーや糸と同様に動かす為の道具である｡

上腕では､ 前腕を上下に動かすワイヤーは

骨と平行な方向に設置される｡ 体の全ての

筋肉は対に拮抗関係にある｡ 一本の筋肉が

引かれると､ 拮抗筋の一つの筋肉が引かれ

ている筋肉にバランスを持って対抗する｡

前腕は肘で二頭筋や三頭筋などが腕を屈伸

させるテコである｡ 前腕を前後に振る為に

筋肉群が腕と正確に平行に配置される｡

外の構造は手の親指側に回転運動をする

のに必要とされる｡ この為に､ 力は､ 外顆

の上の上腕骨の下１／３に結びつけられ､

手首の橈骨の端近くまで伸びる｡ これはド

アノブやスクリュードライバーを回転させ

る手助けをする筋肉群である｡

Ⅳ

外側から腕を見ると､ 三角筋は腕の溝の

中に沈み込むくさび形のように伝わる｡ 二

頭筋と三頭筋との筋の塊は両側にある｡ こ

こには外側のくさび形として､ 長回外筋が

ある｡ これらの異なった形体は全く独特な

運動を示している｡ 機能は見かけ上いつも､

二つの目的の内の一つを持ち､ 大きな重た

いものをゆっくりと動かすか､ もしくは､

軽いものを早く動かすかのどちらかである｡

肩の端は力を引き起こす｡ 腕の下の方は早

い｡ この機能は手首や手を回転と同じく上

下にさせ､ 確実な堅牢性と柔軟性を持って

腕が上げられる比較的ゆっくりとした動き

といくらか似ている｡
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腕…内側面
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骨：Ⅰ

１. 上腕の骨は上腕骨と呼ばれている｡

これは長くて丈夫な軸によって構成される｡

しなやかでないので､ 関節などでのみ屈げ

られる｡ 一方は腕を挙げる為に肩にあり､

もう一方は腕を屈げる為に肘にある｡ 内側

から見られる上の端は丸くて滑らかな球で

出来ており､ その球は軟骨の層によって包

まれ､ そして､ 上腕骨の頭として知られる｡

それは肩甲骨のコップ状の窩である関節窩

の中で滑るように動く｡

２. 上腕骨の円筒状の軸｡

３. 上腕骨の内顆は外顆よりも大きくて

突出している｡ これは前腕の屈筋の起始で

ある｡ 体の方に前腕の親指側を引っ張る筋

肉､ 円回内筋と同様である｡

筋肉：Ⅱ

１. 烏口腕筋：烏口突起から上腕骨内側

半分下へ｡ 作用：上腕骨を前へ引き､ 外側

へ回転させる｡

２. 二頭筋：関節窩の上端から長頭が起

始し､ 短頭は烏口突起から橈骨へ｡ 作用：

前腕を屈げ､ 橈骨を外側へ回転させる｡

３. 三頭筋：中間もしくは長頭・外側頭・

内側頭もしくは短頭｡ 作用：前腕を伸ばす｡

４. 前上腕筋：上腕骨の前と下半分から

尺骨へ｡ 作用：前腕を屈げる｡

５. 円回内筋：内顆から橈骨の外側と下

半分へ伸びる｡ 作用：手を回内させ､ 前腕

を屈げる｡

６. 長回外筋：上腕骨の外顆稜から橈骨

の端まで｡ 作用：前腕を回外させる｡

Ⅲ

上腕と前腕は肘で回転もしくは接合され

る｡ 肘は蝶番である｡ テコを動かす力は筋

肉的な仕組である｡ 前腕が挙げられる時､

力は二頭筋と前上腕筋によって起きて､ こ

の動きが起こる時､ 三頭筋は作用しない｡

Ⅳ

内側から見られる腕は三角筋の筋肉の部

分が最も太く見え､ 肘の上から２／３の部

分､ 窩溝として細くなり､ それの共通の腱

によって付着する｡ 筋肉が付着されている

方向に関節を上・下に引っ張ったり伸ばし

たりすると同じように､ 腕の内側面 (体の

側にある) には､ あっちこっちに向けられ

る多くの筋肉がある｡ 異なった角度の交差

は大いに自由な動きがあると同じく腕を支

える｡
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腕と前腕

腕は肩にある窩の中で動き､ 肘にある蝶番上でぶら下がる｡ 腕の骨の丸い頭は肩甲骨のお椀

状の穴の中にはまる｡ 短くて､ しなやかな靭帯が球の頭に付着され､ そして､ それらの場所で

二つの部分がしっかりと固定され､ 穴の底に挿入される｡ 穴と球の端の周りは膜で結びつけら

れる｡ これは互いに骨を固定し支える｡ 肘は強くて薄い羊皮紙状の膜によって全体が包まれ､

膜は､ それらの運動の程度に従って過度の運動からそれらの部分を守る｡ 全ての関節に於いて､

相反する骨は軟骨で包まれる｡ それは圧縮作用によって軟骨がそれ自身の破壊によって油化さ

せられ､ これは潤滑機能と呼ばれる｡

機械的な装置は手足を完全に使う為に前腕に最上の装置が見られる｡ そこには３つの動きが

必要とされ､ 前・後と同じく回転運動である｡
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肘と肩の機構を比較する事により､ それぞれ区別された関節を制御する原理がある事がわか

る｡ 肩の球と窩､ 腱と膜などがいつでも名を挙げる事が出来る｡ 周辺の靭帯は自由な屈伸運動

をさせるに十分にゆるめられる｡ 丸い靭帯は (上腕骨の頭や肩甲骨の窩の中に挿入される｡)

それらの部分で二つの部分をしっかりと固定し､ しなやかでさらに十分にぴったりとしている｡

上腕骨の下の顆の形状は肘の関節に引っかかりを与える｡ これは前から後まで平らにし､ 両

脇に突起部がある｡ 内外の突起は､ 前腕の上の端が関節で繋がる引き手状の溝を持っている｡

肘の周りの靭帯は前後よりも両脇の方がより丈夫である｡ だから､ 関節は動いている所から

はずれたり､ 横に滑る事は出来ない｡

前腕の２本の骨は上も下も同じ高さにはない｡ 上から述べると､ 尺骨は橈骨の頭を伸ばし､

下の橈骨は尺骨の頭を伸ばし､ 手と関節する前腕のたった一本の骨である｡

(上の図によると)

上腕の骨は肩から肘にかけて斜め下の方に下がる｡

大腿の骨は骨盤から膝まで斜め上の方へ上がる｡
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人間の体には骨の構造がある｡ この構造は骨格と呼ばれる｡ 筋肉群はこの骨格を動かす｡ 筋

肉群と骨格は､ あらゆる機構を構成している部分が個々の部分を表現する名前を与えられると

同様に名付けられる｡ 腕の前にある筋肉は二つの頭を持ち､ 従って､ 二頭筋と呼ばれる｡ 後に

は三頭筋と呼ばれる三つの頭を持つ筋肉がある｡ 烏口腕筋は肩甲骨のクチバシ状の突起上から

起始することにより名付けられる｡

１. 二頭筋は肘を屈げ､ 前腕を動かす｡ 屈げている時､ より太くより短くなり､ 動かすとき

あらゆる筋肉の機関に起こる適切な例である｡ これは二頭筋の力を及ぼす起点である支点もし

くは基部は肩甲骨で､ そこに二頭筋の二つの頭が付着する｡ これらの腱の下は前腕の橈骨で終

わり､ 前腕は筋肉が動かす肘のテコである｡

２. 三頭筋は腕の後側にある｡ これは上腕骨の全体に渡って広がり､ 三つの部分に分けられ

る｡ これの外側頭は上腕骨の外側および上部の外表面を占める｡ 内側頭は骨の内側と下側の部

位を占める｡ 長頭は斜め上に肩甲骨まで達している｡ 上腕の骨の次は､ 平らな部分で､ それら

の共通の腱を示す｡ 腱のあるこの筋肉は屈げた腕を真直ぐにし､ 二頭筋の拮抗筋である｡

３. 烏口腕筋
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三頭筋 二頭筋

１. 三頭筋は屈げた腕を真直ぐにする｡

２. 二頭筋は肘を屈げ､ 腕の前腕を屈げる｡

指は場所に設置された二つの筋肉の収縮なしに屈げられたり､ 真直ぐにされたりはしない｡

一本の筋肉は収縮によってのみ動く｡ 同様に指が屈げられ､ 前腕が屈げられる｡ 腕の前の部分

の上にある筋肉の収縮によって筋肉は肘を屈げ､ 後の筋肉は腕を伸ばし､ 真直ぐにする｡ 前腕

のテコは肘で回転もしくは関節し､ 肘はテコとして動く｡ 腕を真直ぐにする為に､ 強力な三頭

を持つ三頭筋はそれの拮抗筋である二頭を持つ二頭筋に対して作用する｡ 二つの筋肉のどちら

かの運動が止まる時､ それらは元の状態に戻る｡

腕は丈夫な円柱の骨で成り立ち､ 骨は腕を挙げる為に肩の関節上や､ 腕を屈げる肘の関節で

動く｡ これらの関節は互いに滑るようにできており､ 緊張したり､ 緩んだりする時､ 引っ張ら

れる｡ このように､ 緊張や緩和するにしたがって表面の形が変化する｡
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腕の仕組

人体の機関は筋肉の力によって体のテコを屈げるだけでなく､ 破壊しないように､ ゆっくり

とした動きを引き起こす｡ これは拮抗筋のゆるやかな緩和である｡ たとえば､ 二頭筋と上腕筋

が上腕の前に置かれ､ それらの収縮により､ それらは肘を屈げる｡ もし､ 力が全く入れられな

いと､ 前腕を下の方にぶら下げる｡ ゆっくりとした動きと同じ仕組が全ての肢部位と体部のあ

らゆる動きに備わる｡

１. 二頭筋 ２. (前) 上腕筋 ３. 烏口上腕筋
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腕…内側面

二頭筋と上腕筋は上腕前部の全てを包む｡ 隠されている骨は上腕骨と名付けられ､ 肘で前腕

を軸として回転もしくはつながる｡ 肘は前腕の蝶番関節である｡ 互いに腕の二つの部分を引っ

張る力は上腕筋と二頭筋である｡ 上腕筋は二頭筋の下に横たわる広い筋肉である｡ これは三角

筋の挿入に近く上腕骨の下半分から起始する｡ これは平たい腱に筋肉の終わりがあり､ 尺骨の

鉤状突起に挿入される｡ 前で上腕骨を覆っているのは二つの頭を持つ二頭筋である｡ 肩甲骨の

二つの上の付着点は長頭と短頭と呼ばれる｡ 短頭は烏口突起に付着される｡ 長頭は関節窩の上

の端から腱によって付着される｡ 二つの頭は腕の下半分あたりで合体し､ 平らな腱として肘の

上に付着する｡ 二頭筋と上腕筋の両筋は肘を屈げ､ 腕の前腕を動かす｡

上腕において､ 肘を動かす筋肉と肘の関節の間に綿密な関係のあることがよく見られる｡ 筋

肉の腱はこんな方向に設置され､ それは､ 収縮もしくは緩和によって､ 腱はその前腕の回転運

動を促進すると同じく前腕を挙げる｡
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側面
肘の仕組

１. 尺骨は上腕骨の滑車上で動く｡ この関節は蝶番関節として知られている｡

２. 腕上の肘で前腕を真直ぐにする機械的な装置を表す｡ 三頭筋の共通の腱は尺骨の肘頭を

しっかりとつかみ､ 肘頭は上腕骨の糸巻き状の軟骨輪に巻付く｡

３. 前腕が腕で屈げられる時､ 尺骨は上腕骨の糸巻き状の装置の周りに引っかかる｡ この位

置の三頭筋は前の二頭筋や前上腕筋によって拮抗され､ 前腕を上へ挙げる力を起こす｡ 反対に

三頭筋は自力で運動ができなくて､ やや伸ばされている｡ この機械のような装置は多くの点で

特別な滑車状の運動に似ている｡
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肘…後面

１. 上腕骨は肘で二つの顆間で終わる前と後が平らにされる｡ 二つの間には丸い糸巻き状の

形の滑車が置かれ､ それは尺骨の肘頭突起によって巻き付かれている｡

２. これは両側に絡み付いた顆のある糸巻き状の滑車の図形である｡

３. 後からの図､ 尺骨の肘頭突起が上腕骨の後の窪んだ部分にひっかけられ､ 肘の部分を構

成する｡

４. これは肘の蝶番関節の骨の構造を表す｡

５. 肘で使用される機械的な装置として､ 長期に渡って不可欠な機械的な装置である｡
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肘

滑車は六つの機械的な力の一つである｡ これは前腕の蝶番状装置の構造に使用される｡

１. 前から見たときの肘の上先端｡ 尺骨の肘頭突起の内表面は上腕骨の滑車状切痕に絡み付

くように覆われる｡

２. 上腕骨の下の先端はいくぶん平らである｡ 両側からの突起は内側と外側の顆である｡ 二

つの間は尺骨の縁を支える丸い溝である｡
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肘…前面

３. ここで腕と前腕の骨がつながる｡ これは前からの図である｡ 上の上腕骨は腕が屈げられ

る時､ 尺骨の鉤状突起を支える狭い溝を持つ二つの顆を表し､ 肘に於いて､ 尺骨は上腕の骨上

で蝶番を動かす｡ これは一つの平面上だけで前後に動く｡ 上腕骨の外顆の真下には上腕骨の橈

骨頭と呼ばれる小さくて丸い滑液嚢がある｡ その表面上で橈骨の頭が回転する｡

前腕を支える大きな骨は肘でその関節を振り上げ､ 同時に手を支えるより小さな骨はこの骨

の周りで回転しているに違いない｡ 前腕のこれらの二つの骨､ 橈骨と尺骨は目立った突起や溝

を持つ｡ それらは上から下の内側へ斜めに向けられる｡ 橈骨は二つの骨の頭の溝の間と粗面上

で尺骨を丸く回転させる｡

上腕骨の下の端は肘関節の動きにきっかけを与える｡ 上では､ 上腕骨の骨幹は上腕骨の筋肉

によって完全に覆われる｡ 下は､ 内顆と外顆は肘の近くの表面まで達する｡ 内顆はより見えや

すく､ 外顆は､ 腕が真直ぐにされる時､ 筋肉によって隠される｡ 腕が屈げられる時､ より突出

し､ より容易に探すことが出来る｡
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